
山崎高校　平成31年度　教科　公民　　科目　政治・経済　年間授業計画
教科：（ 公民 ）　　科目：（政治・経済） 　単位数：２単位　　
対象：（第 3 学年 1 組～ 6 組）
使用教科書：最新政治・経済　新訂版　（実教出版）
使用教材：最新政治・経済資料集（第一学習社）

大日本帝国憲法について、日本史の既習事項を振り返りながら学習し、その課題に
ついて、考察する。日本国憲法の特徴と成立過程について、理解を深め考察する。

日本国憲法の基本原理

自身の身の回りを振り返り、その中に見られる経済社会の在り方について理解を深
めるとともに、関心を高める。

評価の観点の方法指導内容　 科目政治・経済の具体的な指導目標　


知　教科書　資料集
技　教科書　資料集

思　発問
関　発問　ノート記入

2

2
知　教科書　資料集
技　教科書　資料集

知　教科書　プリント
技　資料集

2

2

2

2

2
知　教科書
技　資料集

期末考査 期末考査の中で、今までの学習について振り返るとともに、今までの学習について
考察・判断した結果やその過程を適切に表現する。

知　考査
技　考査

1
1
2
月

現代社会の諸課題 政治や経済における根本的な問題とは何かを探究し、これからの社会はどのように
在るべきか、その中で自分がいかに生きるべきか、主体的に考察する。

政治とは何か 自身の課題、特に進路にまつわる課題や、自身の今までの学習と、政治や経済との
関連について理解を深め、政治や経済について関心を高める。

６
月

日本の政治機構

1
関　発問　ノート記入

技　資料集
思　発問　資料集

2

技　資料集
思　発問　資料集

2
４
月

５
月

民主政治の発展 「法の支配」という考え方が培われた歴史的経緯について世界史の既習事項を振り返りな
がら学習し、理解を深める。社会契約説や権力分立の概念について理解を深める。

国家と主権 国家の構成要素、主権の定義を理解し、国家の役割の変化や現代の国家間の課題など
を考察させる。

2

国民主権と平和主義 日本国憲法における国民主権、平和主義について理解し、現代の課題について考察
させる。

知　教科書　資料集
技　教科書　資料集

中間考査 中間考査の中で、今までの学習について振り返るとともに、今までの学習について
考察・判断した結果について、適切に表現する方法について理解を深める。

2

1
知　考査
技　考査

思　発問
関　発問　ノート記入

日本の政治機構について、既習事項の基礎の上に立って概観する。
2

知　教科書　資料集
技　教科書　資料集

基本的人権 日本国憲法における平等権、自由権と社会権について、具体的な事例を通じて学習
し、その望ましい在り方について主体的に考察する。

知　教科書　資料集
技　教科書　資料集

2

経済活動の基本概念

2

期末考査 期末考査の中で、今までの学習について振り返るとともに、今までの学習について考察・
判断した結果やその過程を適切に表現する。

知　考査
技　考査

1

現代日本の政治 選挙制度の学習を中心に、国民の政治参加が政策決定及ぼす影響や主権者としての
政治参加の在り方について考察する。

８
月

７
月

現代政治の課題 1学期を通して学んだ政治について、現実の社会における課題を考察する。

2

９
月

経済主体と家計の役割 三つの経済主体について、家庭科などの既習事項を振り返りながら理解を深める。 関　発問　ノート記入

経済社会のあゆみと資本主義経済 資本主義の在り方について学習し、その歴史的展開について理解を深めるととも
に、その課題について主体的に考察する。

知　教科書　プリント
関　発問　ノート記入

日本経済のあゆみ 戦前の日本経済から戦後の経済の民主化について、戦後の国際政治との関わりも含
めて学習し、日本の経済について理解を深める。

知　教科書　プリント
技　資料集

高度経済成長と石油危機について学習し、それらに伴う課題について、主体的に考
察する。

知　教科書　プリント
技　資料集

2

中間考査の中で、今までの学習について振り返るとともに、今までの学習について
考察・判断した結果やその過程を適切に表現する。

租税と国債 日本における税と国債の現状について学習し、日本の財政における課題について主
体的に考察する。

知　考査
技　考査

1

知　教科書　プリント
技　資料集

2

社会保障 社会保障制度について学習し、その成立過程と現状について理解を深める。 知　教科書　プリント
技　資料集

2

1
1
月

社会保障 社会保障制度の課題について主体的に考察し、その考察の過程や結果を適切に表現
する。

知　教科書　プリント
技　資料集

2

1
0
月

日本経済のあゆみ バブル経済とその崩壊、その後の日本経済について学習し、その課題について理解
を深めるとともに、その後の経済社会における生き方について主体的に考察する。

中間考査

2

予定
時数

国際経済の基礎的な事項について、具体的な事例を通じて学習するとともに、それ
を通じて国際経済における課題について理解を深め、その課題について主体的に考

知　教科書
技　資料集

2

わたしたちの生活と国際経済 自身の身の回りを振り返り、その中に見られる国際経済との関わりについて理解を
深めるとともに、国際経済について関心を高める。

知　教科書　プリント
技　資料集

労働問題と消費者問題 現代の社会における労働者・消費者の立場を理解し、現状と課題を理解する。 知　教科書　プリント
技　資料集



評価の観点の方法指導内容　 科目政治・経済の具体的な指導目標　

予定
時数

1
知　考査
技　考査

３
月

２
月

2

なお、その他に取り上げるべき事項について、上記の内容の中で事例や参考として
取り扱うこととする。

１
月

総復習 政治・経済の学習内容を見直すとともに時事問題などを考察する。 知　教科書　資料集
技　教科書　資料集

学年末考査 学年末考査の中で、今までの学習について振り返るとともに、今までの学習につい
て考察・判断した結果やその過程を適切に表現する。

期末考査 期末考査の中で、今までの学習について振り返るとともに、今までの学習について
考察・判断した結果やその過程を適切に表現する。

知　考査
技　考査

1
1
2
月
12 


